
　「工業研究所　みんなの広場」を３月１９日（土）に開催いたしました。工業研究所が行なう初めての市民
向け施設公開行事でしたが、ご来場いただいた５５５名もの皆様に感謝申し上げます。おかげさまで、大盛況
に終えることができました。
　職員にとっても慣れないイベントであり、ご来場の皆様にご
迷惑をおかけしたことも多々あったと思いますが、皆様にたく
さんの笑顔をいただき楽しく運営することができました。皆
様に接する中で、「こんな施設があることを知らなかった」、
「わりと固い組織かと思っていたが、職員の方も親切で身近な
研究所に感じられました」、「子供が科学技術にふれるよい機会
だと思います」等、様々な声をいただきました。今後とも、「も
のづくり中小企業のパートナー」という工研の役割を市民の皆
様に知っていただくという努力を重ねていきたいと思います。

平成２２年度「名古屋市工業技術グランプリ」のご報告

　名古屋市では、中小企業の技術振興及び経営の活性化を促進することを目的として、当地域発のすぐれ
た新技術・新製品を表彰する工業技術グランプリを実施しています。平成２２年度において、応募のあった
９点の開発事例について審査を行い、以下のように受賞者を決定しました。

�名古屋市長賞（１点）　
　　モーションタイト／（有）アートスクリュー　（通常のボルトと簡単に交換可能な緩み防止機能ボルト）
�名古屋市工業研究所長賞（２点）　順不同　
　　観察式微小材料評価システム マイクロインデントスコープ／㈱三弘、フッ素ラジカル計測装置 Ｆ－ＲａｄｉＭｏ／
　ＮＵシステム㈱
�財団法人名古屋産業振興公社理事長賞　（３点）　順不同
　　フロン回収再生装置『エコサイクルオーロラ』／アサダ㈱、一体樹脂成型でできたフィルターエレメ
ント／アサヒ繊維工業㈱、リフト車輪クリーナー／㈱パイオニア風力機

�財団法人名古屋産業振興公社奨励賞　（３点）　順不同
　　スタンドアローン�　製品　ステッキｊａｍ�／（有）ウォーターベル、自動化された送配電網のための
運転訓練シミュレータ／㈱廣瀬技術研究所、自然触媒抗菌マスク／㈱不二機販

�

「工業研究所 みんなの広場 －発見！体験！工研！－」開催報告



　プラスチック材料は、特性の向上を図るため、

一般に２種類以上の材料をブレンドし改質します。

ブレンドの際には、プラスチック同士の相容化の

状態を知ることが重要です。ブレンド状態は、電

子顕微鏡や原子間力顕微鏡等を用いることにより

調べることができるものの、装置が高価であった

り、前処理が複雑であったりする場合があります。

そこで、より簡便にプラスチックの相容性を評価

する方法の開発を試みました。

　当研究室では、ポリ乳酸（ＰＬＡ）とポリブチレン

サクシネート（ＰＢＳ）を８０：２０の重量比でブレンド

し、反応性相容化剤としてリジントリイソシア

ネート（ＬＴＩ）を０．０５ｐｈｒ加えることで、物理特性

や相容性が向上することを報告しています１）。こ

れは、ＰＬＡとＰＢＳの末端の水酸基がＬＴＩを介して

化学結合することによると考えられます。この化

学結合の生成を赤外スペクトルや核磁気共鳴スペ

クトルで調べるためには、添加するＬＴＩの量が少

なく、これらの方法による評価は困難です。そこ

で、簡便な相容性の検出法として、微量でも感度

の高い測定ができる蛍光色素による評価を試みま

した。

　蛍光色素として、プラスチックに蛍光特性を与え

る添加剤として有効であったＰＰｈｅｎａｚとＰＡＲ２）

を用い、表の混合比で添加剤を加えた成型体を作

製し、ＬＴＩの有無による蛍光特性の変化を調べま

した。

　作成した成形体をＰＰｈｅｎａｚの吸収波長で励起

させた蛍光スペクトルを図に示します。この成形

体には、２種の蛍光色素が含まれており、ＰＰｈｅｎａｚ

由来の蛍光の一部がＰＡＲに吸収される励起エネ

ルギー移動（ＦＲＥＴ）が起こるため、それぞれに由

来する蛍光ａと蛍光ｂが観測されます。

　図の蛍光スペクトルを比較したところ、ＬＴＩを

含む成形体の方が、ＬＴＩを含まない成形体よりも

蛍光ａが強くなり、蛍光ｂが弱くなりました。この

結果から、相容性とＦＲＥＴの起こりやすさとの間

には関係があることがわかりました。この手法を

用いれば、特に難しい操作や溶媒に溶かす等の操

作をしなくても、簡単にブレンドしたプラスチッ

クの相容化の様子を調べられる可能性があります。

図　ＰＰｈｅｎａｚの吸収極大波長で励起した成型体
の蛍光スペクトル

 

　当研究室では、上記以外にもプラスチックの添

加剤の合成やその活用に関する研究を行っていま

す。ご興味のある方は下記までお気軽にお問い合

わせください。

参考文献

１）飯田ほか，成形加工，２１（３）１３１（２００９）．

２）林，月刊名工研，６４６，３（２００４）．

（プラスチック材料研究室　林　英樹）
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研究紹介 蛍光色素を用いたプラスチック材料の相容性の評価
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　欧州連合（ＥＵ）において電気・電子機器に含

まれる特定有害物質の使用制限に関する指令

（ＲｏＨＳ）が２００３年に公布、２００６年に施行されたた

め、鉛・水銀・カドミウム・六価クロム・ポリ臭

化ビフェニル・ポリ臭化ジフェニルエーテルが含

まれる電気・電子機器は一部適用免除の規定があ

るもののＥＵで販売ができなくなりました。テレ

ビや冷蔵庫、携帯電話をはじめとする電気・電子

機器にははんだが使用されていますが、これまで

使われていたはんだの組成は錫－鉛（Ｓｎ－Ｐｂ）

であり、その比率は重量比でＳｎが６３％、Ｐｂが

３７％（共晶はんだ）と多量のＰｂを含んでいるため、

このままではＲｏＨＳに対応することができません。

そこで現在では電気・電子機器のはんだ付けには、

主に錫－銀－銅（Ｓｎ－Ａｇ－Ｃｕ）鉛フリーはんだが

使用されており、重量比率でＳｎが９６．５％、Ａｇが

３．０％、Ｃｕが０．５％（Ｓｎ－３．０Ａｇ－０．５Ｃｕはんだと表

記されることが多い）であるはんだが一般的です。

ここで注目されるのは貴金属であるＡｇがはんだ

に含まれているという点です。ＲｏＨＳが施行され

る前のＡｇの平均価格は約２０，０００円/㎏程度でほぼ

安定していましたが、２００５年前後を境に価格が急

騰し２０１１年はじめで約８５，０００円/㎏ となりＰｂの約

２５０円/ｋｇ、Ｓｎの約２，５００円/㎏、Ｃｕの約８００円/㎏と

比較しても極めて高価な材料となっています。つ

まり、Ｓｎ－３．０Ａｇ－０．５Ｃｕはんだ１ｋｇ中にはＳｎが

約２，４００円分（９６５ｇ）、Ｃｕが約４円分（５ｇ）、Ａｇ

が約２，５５０円分（３０ｇ）含まれることになり、はん

だに含まれる比率に対して価格上Ａｇが占める割

合が大きいことがわかります。また、Ａｇなどの

貴金属は投機の対象になる場合も多いため、工業

用材料として大量に使用する点も問題視されてい

ます。こうしたなかで、（社）電子情報技術産業協

会（ＪＥＩＴＡ）は、Ｓｎ－１．０Ａｇ－０．７ＣｕやＳｎ－０．３Ａｇ－

０．７ＣｕなどのＡｇの含有量を低下させた第２世代

の鉛フリーはんだ（低銀鉛フリーはんだ）の推奨

も始めています。この２種類のはんだは含まれる

Ａｇをそれぞれ１．０％、０．３％に減らしたはんだで

ありＳｎ－３．０Ａｇ－０．５Ｃｕはんだに対してコストを

３０～５０％程度削減できるといわれています。しか

しながら、はんだに含まれるＡｇの量を減らすと

表に示されるように引っ張り強度や接合強度など

のはんだ付け信頼性が劣化し、さらに、はんだの

濡れ性が低下して融点も上昇するため作業性も悪

化します。このため、安易に低銀はんだに置き換

えすることはできず、信頼性・作業性の評価を行

うことが必要です。

エレクトロニクス実装技術２０１０．２より

表　鉛フリーはんだの特性

　名古屋市工業研究所では低銀はんだの信頼性を

評価するため、中部エレクトロニクス振興会との

共同研究を進めており、はんだ濡れ性試験、Ｃｕ食

われ試験、イオンマイグレーション試験、熱衝撃

試験などの信頼性試験を行う予定です。共同研究

には中部エレクトロニクス振興会会員であればど

なたでもご参加いただけます。ご興味のある方は

下記の連絡先までお気軽にご連絡下さい。

（電子機器応用研究室　村瀬　真）

ＴＥＬ（０５２）６５４－９９３０
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技術情報 低銀鉛フリーはんだの接合信頼性



お知らせ 人 事 異 動

名古屋市の定期人事異動において、当所の職員も次のとおり異動がありました。

（平成２３年３月３１日付）
　退職
　　機械金属部長　　　　　　　　　　　　　　　内藤　寛
　　機械金属部金属技術研究室　　　　　　　　　川尻　鉱二
　
（平成２３年４月１日付）
　昇任、転入、転出、配置換
　　　　　　　（新　任）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旧　任）
　　参事（共同研究等の総合調整担当） 平野　幸治 参事（共同研究等の総合調整担当）
　　　＜市民経済局参事（産業技術担当）兼務＞　　　　　　
　　機械金属部長 �橋　鉱次 材料化学部表面技術研究室長
　　電子情報部長 粟生　雅人 電子情報部長（情報・デバイス研究室長事務取扱）
　　技術支援室長 淺尾　文博 �名古屋産業振興公社　研究推進部長
　　主幹（ものづくり基盤技術支援担当）　　　 大岡　千洋 技術支援室　
　　主幹（共同研究等の企画調整担当） 秋田　重人 技術支援室　
　　　＜市民経済局産業部主幹（産業技術担当）兼務＞　　　
　　材料化学部表面技術研究室長 林　　幸裕 主幹（ものづくり基盤技術支援担当）
　　電子情報部電子機器応用研究室長 竹内　　満 技術支援室長
　　電子情報部情報・デバイス研究室長 増尾　嘉彦 主幹（共同研究等の企画調整担当）
　　�名古屋産業振興公社　研究推進部長 小島　雅彦 電子情報部電子機器応用研究室長
　　地域安全推進課地域安全推進係 淺井　　尚 総務課事務係　
　　消費生活センター相談係 丹羽　睦子 総務課事務係　
　　中央卸売市場本場施設係 岸本　伸治 総務課事務係
　　中小企業振興センター振興課金融係 寺東由紀子 技術支援室
　　総務課事務係 西川　�男 中央卸売市場南部市場管理課業務係
　　総務課事務係 黒川　智子 消費生活センター相談係
　　総務課事務係 水野　仁士 中央卸売市場南部市場管理課施設係
　　技術支援室 堀場　政行 中小企業振興センター振興課事業係
　　技術支援室 松井　則男 機械金属部金属技術研究室
　　技術支援室 黒部　文仁 機械金属部生産加工研究室
　　技術支援室＜市民経済局産業部産業経済課 伊藤　治彦 電子情報部電子機器応用研究室
　　　　次世代産業係兼務＞　　　
　　技術支援室 吉田　和敬 電子情報部情報・デバイス研究室
　　技術支援室 飯田　浩史 材料化学部プラスチック材料研究室
　　機械金属部金属技術研究室 夏目　勝之 技術支援室　
　　材料化学部表面技術研究室 大橋　芳明 材料化学部材料応用化学研究室
　　材料化学部材料応用化学研究室 武田　卓也 材料化学部表面技術研究室
　　電子情報部電子機器応用研究室 本田　直子 機械金属部機械システム研究室
　　機械金属部金属技術研究室 川尻　鉱二
　　　　（溶接技術指導員として委嘱）

当所職員が賞を受けました
　平成２３年３月１１日、名城大学で開催されました日本熱処理技術協会中部支部第１回講演会において、当
所職員が次のとおり受賞しました。

ベストプレゼンテーション賞　　機械金属部金属技術研究室　山田博行　研究員
　発表題目：高酸素ｈ－ＢＮ粉末の低温無加圧焼結

優秀プレゼンテーション賞　　　機械金属部機械システム研究室　本田直子　研究員
　発表題目：ＳＵＳ４４０Ｃ焼鈍し組織材のプラズマ窒化

　本受賞は、サイエンスパークにおける研究成果です。

発行部数　１，５００部
無　　料　特定配布
編集担当　名古屋市工業研究所 技術支援室

発　　行　名古屋市工業研究所　名古屋市熱田区六番三丁目４番４１号
ＴＥＬ（０５２）６６１－３１６１　ＦＡＸ（０５２）６５４－６７８８
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ／

「この月刊名工研・技術情報は古紙パルプを含む再生紙を使用しています。」
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